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株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル 
土木学会技術賞(Ⅱ)  3 案件受賞 

「インド国デリーメトロ都市鉄道建設プロジェクト（フェーズ 1/2/3）」 
「アンゴラ国 ナミベ港改修計画」 

カチプール・メグナ・グムティ新橋建設及び旧橋改修工事 
 
当社グループの事業会社である株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル（本社：東京都新宿

区、代表取締役社長：米澤栄二）は、2021 年 5 月 17 日、公益社団法人土木学会が令和 2 年度土木学会

賞を発表し、同社が携わった「デリーメトロ都市鉄道建設プロジェクト（フェーズ 1/2/3）」、「アンゴラ

国 ナミベ港改修計画」、「カチプール・メグナ・グムティ新橋建設及び旧橋改修工事」の 3 案件が、技

術賞(Ⅱ)を受賞しました。 
【関連リンク】 土木学会 HP：http://www.jsce.or.jp/prize/prize_list/p2020.shtml#s02  

 
■インド国 デリーメトロ都市鉄道建設プロジェクト（フェーズ 1/2/3） 
本事業は、国際協力機構(JICA)の円借款により、インドの首都デリーおよびその近郊に、総延長約

350km の都市鉄道網（地下及び高架）を整備するもので、1998 年 8 月の事業開始から 2020 年 12 月
の完成まで 20 年に渡るプロジェクトです。デリーメトロ公社(DMRC)は計画から、設計、施工、運行

管理まで一貫して日系コンサル企業体とともに JICA の協力も得つつプロジェクトマネジメントを実

施し、建設と運行管理に参加した多くの本邦企業との長年の協業によって工事現場で働く人々の間に安

全性や効率性（工期）の意識を浸透させ、開業後の安全・定時運行にも努め、住民に安全・安心・快適

な交通手段を提供しました。「質の高いインフラ整備事業」として完成の日の目を見たデリーメトロは、

日本の「ベスト・アンバサダー」と評価され、3,000 万人規模ともいわれるデリーや近郊の市民の足と

して親しまれています。これらが評価され、この度の受賞となりました。 
尚、本賞は下記の機関・企業が共同で受賞しております。 
（施主）デリーメトロ公社(Delhi Metro Rail Corporation Ltd. (DMRC)) 
（援助機関）国際協力機構(JICA) 
（関係機関）在インド日本大使館、(独)国際協力機構インド事務所 
（関係企業）オリエンタルコンサルタンツグローバル、海外鉄道技術協力協会、トーニチコンサルタ

ント、RITES、東京地下鉄、熊谷組、清水建設、三菱電機、日本製鉄、日本信号、三菱商事、

伊藤忠商事、三井物産 



 

 

350km の都市鉄道網 市民の日常の足となったデリーメトロ 
 
■アンゴラ国 ナミベ港改修計画 
本事業は、アフリカ南西部に位置するアンゴラ国南部のナミベ港にて、老朽化した港湾施設を改修す

ることを目的に実施されました。同国は、長期内戦の影響もあり建設当時の設計書や図面等は残ってお

らず、補修設計前には対象施設の詳細な調査が必要でした。また供用中の港での施工にあたり、施主・

港湾運営事業者を含めた調整会議を毎週開催し、関係者全員と密に情報共有しながら工事を進めること

で極めて円滑に改修工事が実施されました。結果として、無事故・無災害で工期も 1 ヶ月前倒しで竣工

し、施主からは我が国による工事施工と工事監理の両面に対して高い評価を受けました。さらに、工事

現場関係者の約 7 割に相当する 70 名の労働者は現地ナミベから雇用され、現地の雇用状況の改善にも

寄与し、地域経済の発展にも繋がると期待されると共に、持続可能な開発目標（SDGs）にも貢献した

ことが評価され、この度の受賞となりました。 
（監督省庁）運輸省海事港湾局（IMPA）、 
（実施機関）ナミベ港湾公社（EPN） 
（関係機関）在アンゴラ日本国大使館、(独)国際協力機構資金協力業務部、 

(独)国際協力機構アンゴラ事務所 
（関係企業）㈱オリエンタルコンサルタンツグローバル、㈱パデコ、東亜建設工業㈱ 

  

ナミベ港 3B 区画完了全景 改修された岸壁へ接岸する第 1 船目の貨物船 
 
■バングラデシュ国 カチプール・メグナ・グムティ新橋建設及び旧橋改修工事 
本事業は、バングラデシュ人民共和国の首都ダッカと、重要港湾がある第二の都市チッタゴンを結ぶ

国道一号線の既存橋を改修・補強して供用するとともに、既存橋に並行して新橋を建設することで、渋

滞を解消し、さらに将来の増加交通量にも対応することを目的とした建設事業です。 



バングラデシュの河川では、増水期の洗堀問題が深刻であり、既に既存橋もその影響を受けていまし

た。また、交通量の増大により渋滞が深刻化していたため、現交通を止めることなく近接工事にて新橋

を短期間で建設する必要がありました。現場作業をできる限り省略することにより、工期短縮が実現し、

優れた日本の建設技術の導入・移転により、橋梁の耐久性が向上し、将来必要な維持管理費の低減にも

貢献しました。 
多くの日本の建設技術の導入・移転は、バングラデシュにおける土木技術と社会の発展に大きく寄与

したと評価され、この度の受賞となりました。 
（事業主体）バングラデシュ人民共和国 道路交通・橋梁省 道路局国道部 
（関係企業）㈱オリエンタルコンサルタンツグローバル、㈱日本構造橋梁研究所、 

㈱片平エンジニアリングインターナショナル、大日本コンサルタント㈱、 
SMEC International、㈱大林組、清水建設㈱、 JFE エンジニアリング㈱ 
㈱IHI インフラシステム 

  
完成したメグナ第 2 橋梁と既設橋 メグナ第 2 橋梁開通式の様子 

 
 

＜本資料に関するお問い合わせ先＞  
株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル  

担当 広報室 富田早季 
TEL: 03-6311-7570 FAX: 03-6311-8020 URL:www.ocglobal.jp 

 


